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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第３四半期
連結累計期間

第61期
第３四半期
連結累計期間

第60期

会計期間

　自 平成24年
　　 ４月１日
　至 平成24年
　　 12月31日　

　自 平成25年
　　 ４月１日
　至 平成25年
　　 12月31日

　自 平成24年
　　 ４月１日
　至 平成25年
　　 ３月31日

　営業収益（千円） 27,729,764 29,196,779 36,411,377

　経常利益（千円） 1,415,224 1,660,695 1,653,999

　四半期（当期）純利益（千円） 778,753 963,591 922,868

　四半期包括利益又は包括利益（千円） 788,128 1,005,313 1,015,972

　純資産額（千円） 17,197,297 18,102,834 17,388,990

　総資産額（千円） 36,133,550 37,579,950 36,935,282

　１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 74.65 92.75 88.51

　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

　純利益金額（円）
74.58 92.52 88.41

　自己資本比率（％） 46.6 47.1 46.1

　

回次
第60期

第３四半期
連結会計期間

第61期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

　自 平成24年
　　 10月１日
　至 平成24年
　　 12月31日

　自 平成25年
　　 10月１日
　至 平成25年
　　 12月31日　

　１株当たり四半期純利益金額（円） 24.32 41.19

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移に

　　　　　ついては記載しておりません。

　　　２．営業収益には消費税等は含まれておりません。

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は、以下のとおりであります。　

　第２四半期連結会計期間より、株式会社ヒューテックサービスを連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載したリスクについて重要な変更はございません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　（１）業績の状況

　　当第３四半期連結累計期間における日本経済は、安倍政権による経済政策「アベノミクス」を背景に円安・株

高　　が進展したことにより、輸出関連企業の業績好転や消費マインドの改善などを背景とした個人消費が持ち直

し、緩やかながらも景気回復の兆しがみられました。一方、円安による輸入原材料の値上がりや米国の量的緩和の

縮小・解除観測、中国を中心とした新興国の景気減速懸念が強まるなど、本格的な景気回復には今しばらくの時間

がかかるものと思われます。

　　当社グループが主軸をおく低温食品物流業界の動向におきましては、社会構造やライフスタイルの変化などを背

景に、冷凍・冷蔵食品の需要が回復基調にあるものの、原材料高や海外生産拠点での人件費の上昇などの影響を受

けた食品メーカーからの受託料金の抑制、また、物流業者間の価格競争、さらに電力料金や軽油の値上げなど、引

き続き厳しい経営環境で推移しました。

　　このような環境の中、当第３四半期連結累計期間の営業収益におきましては、主に一昨年に稼働を開始した東京

支店（東京都八王子市）や東京支店第二センター（東京都立川市）の安定稼働などが奏功し、増収を確保すること

ができました。

　　利益につきましては、新設支店の開設時に発生した外注費や人件費等の立ち上げコストの増加分が解消されたこ

とにより、営業利益、経常利益ともに前年同期比で増益となりました。また、四半期純利益につきましても、前年

同期比で増益を確保することができました。

　　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は291億９千６百万円（前年同期比5.3％増）、営業利益は16

億４千７百万円（前年同期比19.5％増）、経常利益は16億６千万円（前年同期比17.3％増）、四半期純利益は９億

６千３百万円（前年同期比23.7％増）となりました。

　

　　　［セグメント別営業の概況］

　　　　セグメントの状況は次のとおりであります。

　　　　①ＤＣ事業（保管在庫型物流事業）

　　　　 東京支店、東京支店第二センターの安定稼働や、幹線輸送業務の拡大、加工業務の取扱物量増加などにより、

営業収益は216億５千万円（前年同期比5.6％増）となりました。セグメント利益につきましては、新設支店等の

開設時に発生した安定稼働に向けての外注費や人件費の増加分の解消により26億６千３百万円（前年同期比

3.8％増）となりました。

　　　　②ＴＣ事業（通過型センター事業）

　　　　 営業収益は神奈川ＪＤセンターの安定稼働や前年同期並みの物量の確保により66億９千１百万円（前年同期比

5.0％増）となりました。セグメント利益につきましては、神奈川ＪＤセンターの安定稼働に向けた外注費の解

消等により３億９千８百万円（前年同期比89.0％増）となりました。

　     ③その他

　　　　 営業収益は９億２千１百万円（前年同期比1.6%増）となりました。セグメント利益につきましては、１億７千

６百万円（前年同期比0.3%増）となりました。

　

　（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　（３）研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,750,000

計 41,750,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,438,000 10,438,000
東京証券取引所

市場第二部

 単元株式数は100

 株であります。

計 10,438,000 10,438,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成25年10月１日～　

平成25年12月31日　
－ 10,438,000 － 1,217,560 － 1,392,060

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　    48,300 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式  10,388,300 103,883 －　

単元未満株式 普通株式       1,400 － －　

発行済株式総数 10,438,000 － －

総株主の議決権 － 103,883 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が3,300株含まれております。また、

　　　　「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数33個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ヒューテック

ノオリン　

東京都墨田区両国二丁目

18番４号　
48,300 － 48,300 0.46

計 － 48,300 － 48,300 0.46

 

２【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

　１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　　　　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年

　　　内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

　２．監査証明について
　　　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日

　　　から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に

　　　係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,994,707 1,372,808

営業未収入金 4,272,800 4,817,707

繰延税金資産 156,272 80,081

その他 414,114 484,778

貸倒引当金 △593 △486

流動資産合計 6,837,301 6,754,889

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,286,853 6,871,545

機械装置及び運搬具（純額） 1,319,810 1,224,045

土地 8,120,820 9,615,953

リース資産（純額） 10,194,786 9,947,182

建設仮勘定 － 2,700

その他（純額） 9,084 8,246

有形固定資産合計 26,931,355 27,669,674

無形固定資産 137,295 107,147

投資その他の資産

投資有価証券 1,335,894 1,392,366

長期貸付金 590,000 567,500

繰延税金資産 394,988 410,371

その他 720,756 690,308

貸倒引当金 △12,307 △12,307

投資その他の資産合計 3,029,331 3,048,239

固定資産合計 30,097,981 30,825,060

資産合計 36,935,282 37,579,950
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 1,503,764 1,747,460

短期借入金 1,002,000 1,202,000

1年内償還予定の社債 248,000 248,000

リース債務 1,165,322 1,215,634

未払法人税等 284,169 345,353

賞与引当金 246,666 60,286

役員賞与引当金 28,200 20,625

設備関係支払手形 121,695 15,689

その他 1,546,301 1,712,963

流動負債合計 6,146,118 6,568,012

固定負債

社債 868,000 744,000

長期借入金 882,000 756,000

リース債務 9,613,330 9,301,792

退職給付引当金 1,018,821 1,084,634

資産除去債務 381,062 384,749

再評価に係る繰延税金負債 469,711 469,711

その他 167,247 168,215

固定負債合計 13,400,173 12,909,103

負債合計 19,546,292 19,477,115

純資産の部

株主資本

資本金 1,217,560 1,217,560

資本剰余金 1,392,060 1,392,060

利益剰余金 14,777,422 15,439,354

自己株式 △41,355 △41,355

株主資本合計 17,345,687 18,007,619

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 67,585 90,604

土地再評価差額金 △385,039 △385,039

その他の包括利益累計額合計 △317,454 △294,434

新株予約権 12,636 24,925

少数株主持分 348,121 364,724

純資産合計 17,388,990 18,102,834

負債純資産合計 36,935,282 37,579,950
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

営業収益 27,729,764 29,196,779

営業原価 24,777,454 25,957,964

営業総利益 2,952,310 3,238,814

販売費及び一般管理費 1,574,458 1,591,630

営業利益 1,377,852 1,647,183

営業外収益

受取利息 13,183 12,193

受取配当金 16,999 17,327

持分法による投資利益 29,934 38,789

その他 103,313 99,259

営業外収益合計 163,431 167,570

営業外費用

支払利息 122,717 149,777

その他 3,341 4,281

営業外費用合計 126,058 154,058

経常利益 1,415,224 1,660,695

特別利益

固定資産売却益 285 358

特別利益合計 285 358

特別損失

固定資産除売却損 56,526 1,127

投資有価証券評価損 17,040 －

特別損失合計 73,566 1,127

税金等調整前四半期純利益 1,341,943 1,659,925

法人税、住民税及び事業税 478,903 620,335

法人税等調整額 67,540 57,296

法人税等合計 546,443 677,631

少数株主損益調整前四半期純利益 795,499 982,293

少数株主利益 16,745 18,702

四半期純利益 778,753 963,591

少数株主利益 16,745 18,702

少数株主損益調整前四半期純利益 795,499 982,293

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,257 23,020

持分法適用会社に対する持分相当額 △113 △1

その他の包括利益合計 △7,371 23,019

四半期包括利益 788,128 1,005,313

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 771,382 986,610

少数株主に係る四半期包括利益 16,745 18,702
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　　連結の範囲の重要な変更　

　第２四半期連結会計期間より、株式会社ヒューテックサービスは重要性が増したため、連結の範囲に含めてお

ります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 1,423,332千円 1,612,806千円

　

（株主資本等関係）

　　　　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

　　　　　　配当に関する事項

　　　　　　配当金支払額

（決議）
株式の
種類

配当金の
総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年6月26日

定時株主総会
普通株式 146,044 14 平成24年3月31日 平成24年6月27日 利益剰余金

平成24年11月2日

取締役会
普通株式 156,475 15 平成24年9月30日 平成24年12月5日 利益剰余金

　　　　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

　　　　　　配当に関する事項

　　　　　　配当金支払額

（決議）
株式の
種類

配当金の
総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年6月25日

定時株主総会
普通株式 155,845 15 平成25年3月31日 平成25年6月26日 利益剰余金

平成25年11月1日

取締役会
普通株式 145,455 14 平成25年9月30日 平成25年12月5日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　
報告セグメント

その他（注） 合計
ＤＣ事業 ＴＣ事業 計

　営業収益

　

　①外部顧客に対する

　　営業収益

　

　②セグメント間の

　　内部営業収益

　　又は振替高

　

　

　

　

20,487,758

　

　

　

21,233

　

　

　

　

6,335,301

　

　

　

38,960

　

　

　

　

26,823,060

　

　

　

60,193

　

　

　

　

906,704

　

　

　

223

　

　

　

　

27,729,764

　

　

　

60,417

　

計 20,508,992 6,374,262 26,883,254 906,927 27,790,181

セグメント利益 2,565,014 211,000 2,776,015 176,294 2,952,310

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備輸送業等を含んでおります。

　

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

　　　　当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント　計 2,776,015

　「その他」の区分の利益 176,294

　全社費用（注） △1,574,458

　四半期連結損益及び

　包括利益計算書の営業利益　
1,377,852

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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　　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　
報告セグメント

その他（注） 合計
ＤＣ事業 ＴＣ事業 計

　営業収益

　

　①外部顧客に対する

　　営業収益

　

　②セグメント間の

　　内部営業収益

　　又は振替高

　

　

　

　

21,623,809

　

　

　

26,579

　

　

　

　

6,651,664

　

　

　

40,033

　

　

　

　

28,275,473

　

　

　

66,612

　

　

　

　

921,305

　

　

　

182

　

　

　

　

29,196,779

　

　

　

66,795

　

計 21,650,388 6,691,697 28,342,086 921,487 29,263,574

セグメント利益 2,663,097 398,845 3,061,943 176,871 3,238,814

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備輸送業等を含んでおります。

　

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

　　　　当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント　計 3,061,943

　「その他」の区分の利益 176,871

　全社費用（注） △1,591,630

　四半期連結損益及び

　包括利益計算書の営業利益
1,647,183

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 74円65銭 92円75銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 778,753 963,591

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 778,753 963,591

普通株式の期中平均株式数（株） 10,431,715 10,389,681

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 74円58銭 92円52銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株）　 10,002 25,423

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要　

―　 ―

　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　平成25年11月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額………………………145,455,534円

　（ロ）１株当たりの金額……………………………………14円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成25年12月５日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月13日

　　株式会社ヒューテックノオリン

　　取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　和臣　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡辺　力夫　　印

　　　　当監査法人は、金融商品取引法第 193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

　　　式会社ヒューテックノオリンの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

　　　結会計期間（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１

　　　日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

　　　損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　　

　　　四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　　　　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

　　　四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

　　　ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

　　　ることが含まれる。

　

　　　監査人の責任

　　　　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

　　　諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

　　　期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　　　　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

　　　施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

　　　いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

　　　た手続である。

　　　　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

　　　監査人の結論

　　　　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

　　　正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒューテックノオリン及び連結子

　　　会社の平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適

　　　正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　　　利害関係

　　　　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　

　　　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当

　　　　　　　　社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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